
Beinecke MS 408   68r-01  (voynich manuscript)

このページには地球儀が書かれています。

左図と中図では、上が北方(太陽)で下が南方(月)でしょう。
ヤマトの記載がないかとよくよく探しますと、右図に有りました。

左図と中図は陸続きの国を表し、右図は大陸から離れた国々を表しています。右図の
中心は北極です。星が沢山書いてあるところは大陸で、右図には我が国のように大陸
から離れた島国が幾つかあります。

始めは左図の上の四行の文章です。ところで al (aum) の意味ですが、希望などと

訳していますが、芯・きっかけ・跡継ぎ・発展・芽・兆しなど沢山の意味があります。

badaqttb aafttb aadafttb padata aatdar dapaattdaum dafar aadafatttb daqaadaaum
統治に従う国で、混じり集まった人で、幾らか貧しい国である。離れた家に農地を加え、
沢山集まる家は豊かな農地だった。幾らか広く集まった国で自立は小さな兆しだった。

fdaaakda dafaaum nadaqtttsb aattb aattfttb bftdasb aapdar aatdaqdar aatb aadas
良い支配が後に減り、豊かさがそれぞれのナダクアアト国は国を加えた。良くない国に加え
られたブフトダ国は成長した農地で、自立農地を加えて人が増え、幾らかの出入りがあった。

bqdar batb nadaaattb aadaqaum daqttb rdar aaqaatar sarazi
古い農地に変化があり、小さく無い国を加えて、幾らか自立の兆しがあった。

統治国の周りの農地幾らかの土地が離れ、ボスができた。　

saadak daqand
幾らか強く成立した。

ここの太陽の中に文字があります。

bqb sarb aaqaab qdaumb
育つ 安全 活発で幾らか古い人々
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次は左図の29か国の国名です。国名だけの解読です。他はその地の特徴名です。

daqdasaumb dasaatfab

dafaatdasb daqdaaumb aadaqab dafatb bqaadasb
ダフアアトダ国 ブクアアダ国

dafbatb dafbsb daqtdar padafab dafbqaak
ダフブ国

dafbk daumdak dafab gattar dafaasb dafdaum
ダフアア国

dafdar

dapab andar daqdaumsb bqaasb Ldattdasbab
ダクダウム国 ブクアア国

daqttdasaum daqbadar darsand dafdaaatsb
ダフダアアト国

sdaumaatsb
スダウムアアト国

次は月(南極)の中にも文字があります。

daqb daqaasb daqarsb fttar daumsb
支配 ダクアア国 ダクアラ国 良くない土地 ダウム国

次は中図の上の五行の文章です。大変難解な言い回しです。

fbattdar aadar bataumsar dapaatb dattfab batdaum sdaqtaab dafaatdaumb
しっかりと集まった農地は、所有農地に多くの希望があったボスだった。多くの人を加え
小さく集まった遠い人の多くの家は、集まった統治だけで長期の沢山の色々な人になった。

saab bqttaab saabqb daqttdasb raatdasaum aadaqttb aatdar darazi
色々な人が古い集まりだけで様々に成長した。統治された出入地は出入の希望を増やした。
幾らかの統治国は農地を増やして農地が可能となった。

faatdak dafaadaqb daqaadaum daqdaum battdar aadasaab nadaqaasar
大きくはないが強い長期の支配は自立的な家を自立家とした。集まった農地の傍は幾らかの
出入だけで、様々な家の希望となった。

aadar aatkb daras nadaaaqab nadaqatdaum nadaqtdaum aatdaaum saadaumaum
幾らかの農地は維持して農地は大きく集まったが、小さく無く人が離れ、資産の無い家は
統治の無い家となり、小さな希望ができたのは様々な家の希望だった。

qaatdatb aatdasb kair bqtdasb aabqaab
貴重な集まった国はアアトダ国で 後の場所はブクトダ国で幾らか古いだけだった。
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こちらの太陽の中にも文字があります。左上からですがほぼ読めません。

daqtda daqar dafb daqtqb daqdasb nadaqdadaum daaatda nadatdaum
自立が沢山の自立地を支配したダクト国・ダクダ国は自立の無い小さな家だが、
支配が多く、表面的で無い家だった。

次は中図の24か国の国名です。国名だけの解読です。他はその地の特徴名です。

dafdaumaabab

aatdardaum dasand daaadarb

basar saadaum fdasaranumb daumaattktb

daqaadar daftdadaum dabsaab daqaatdasb
ダクアアトダ国

aadaumar saatdaumsb daftttdar
(私達の家の土地) スアアトダウム国

dafdattda dagaatdasb dafaatdasar dasairaadaum
ダクアアトダ国

dapdapadar dafdabadaum aadasar baaab

daqtttkdar

次は月(南極)の中にも文字があります。左上からです。殆ど読めません。

daqtb daqdaand daqdaum daqb datttdar daqtb daqttdaum aatb bqand
自立国の自立は小さいが、自立家の支配は***　自立国の自立が集まった家は人が増え***

さて右のサークル図になります。まずは、日本は左下の図のように、北極から赤道までの
半分位の所にあります。右の google earth と比較しました。
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さらに、大和国付近を拡大しました。

これが大和列島です。

旅程の曲線の下に oalcheol ( da aumaat daum 大和の家に着く ) と書いています。

また、九州から奈良までは dcho  ℓ day ( saadata sab 数か月かかる )、

九州には doary ( sda arb アラブから終着 ) と書いてあります。

この時には明らかに、九州より奈良の方を大きく書いています。
しかし、着くのは北九州博多です。

同様に大陸から離れた島々は、他に3か所書かれています。既知の英国はどれでしょうか。

(右上) daqdak dafdakb

(右下) daqdaumaab aatgab aasb bqb
アア国の成長

(左下) daqaadasb dafbsz saraumum dafabs
ダクアアダ国

中心の太陽の周りにも、文字があります。左上からです。

dafaadasb aadaqaab daqdaum aataum sar aab qtdaum saumand daqtdaum daumb
ダフアアダ国はやや自立なだけで、自立家に希望があった。
ボスは他の小さく無い家で、集めた家ではあるが統治家の国民だった。

さらに、太陽から放射状に8本の文字がありますが、主に大陸沿岸や半島の国名でしょう。
左上から時計回りです。

(1) fdattk  bqtdabat  nadaqdaumaatb  nadaqaasb
ナダクアア国

(2) fdaaatsb  aadapab  nadaqaasb  sdaum  daqaums
フダアアト国 ナダクアア国



Beinecke MS 408   68r-05

(3) saabqaab  sanr  aadaq  daqabsar

(4) nadaqdaum  aasaadaum  nadafttb  aa*taab  daqaasb
ダクアア国

(5) saadaqaab batb  daqtb  daftdak  daqdaumbab

(6) paadasb  nadaqaab  sbadaum  sbabdafttdaumsum
プアアトダ国

(7) qaadafb  dafttb  sand  saattdasb  dafttb
スアアツツダ国

(8) saatb  nadaqttb  saattb  sand  dafaaaum

外側の円周上には長い文章があります。国名の紹介のようですが。開始は左上です。

aadaqdaum  aatdasb  aatsb  daftdasand  dafaadasaum  kdata  aatdar
アアトダ国アアト国

daftda  dafaab  dafadasb  dapaatdasb  saatsb  sand  datfttdasb
ダフアダ国ダプアアトダ国スアアト国 ダトフトダ国

saraattsb  dafttdasb  nadaaatfatz  saaitda  daqtdasumb  sdaumk*raaand
　　アアツツ国ダフツツダ国

aatdaqatsaab  aadasaum  batdasb  aadaumaum  dafttsaats  daqtsb  nadaqttb
バツトダ国 ダクト国

aadaqb  sdaum  saumtttsb  daqttanr  dastts  dafttsb  aatdafttb  dabaaatb
ダフツツ国

ところで、この「手稿原本」の筆者達はどこにいたのでしょう。
中央ページの左隅にaadaumarとの記載があります。「私達の家の土地」という意味で、
方向からするとアラビア半島のどこかでしょう。恐らくペルシア湾岸でしょう。
そして、二つ上にbasarと書かれていますが、ここはイラクのバスラの事でしょう。
つまり彼らはカタール付近にいたようです。

この二国の間にdaqaadarとありますが、これは「黒い土地」の意味で、現在のクウェート
付近の事でしょう。


